
　

今
期
講
座
は
実
際
に
ガ
イ
ド
を
し
た

り
、文
化
財
の
管
理
作
業
を
行
う
な
ど

実
践
的
な
内
容
で
す
。関
心
と
ヤ
ル
気

が
あ
れ
ば
町
外
や
今
期
か
ら
の
参
加
も

可
能
で
す
。あ
な
た
も「
町
の
お
宝
の
魅

力
」
を
ア
ピ
ー
ル
＆
ガ
ー
ド
す
る
取
組

み
に
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
！

　

博
物
館
友
の
会
は「
故
郷
を
楽
し
く
学

ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
見
学
会
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。関
心
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
。お
気
軽
に
お

申
込
み
を
！

♪
入
会
の
方
法

博
物
館
窓
口
で
会
費
を
納
入
下
さ
い

♪
年
間
会
費

個
人
会
員　
　
　
　

３
０
０
０
円

家
族
会
員　

１
名　

２
０
０
０
円

♪
お
問
い
合
わ
せ
先

博
物
館　

☎
３
３-

４
６
６
６

　

平
成
29
年
度
の「
博
物
館
友
の
会
定
期

総
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。本
年
度
の
活
動
内
容
等
話
し
合
う
大

事
な
会
議
で
す
。会
員
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
28
日（
日
）10
時
00
分
〜

■
場
所　

当
館　

研
修
室

■
議
事　

年
間
事
業
計
画
の
審
議
等

■
記
念
講
演
会

「『
新
京
築
風
土
記（
ふ
ど
き
）』編
纂
の
旅

と
み
や
こ
町（
仮
題
）」

美
夜
古
郷
土
史
学
校 

山
内
公
二
氏
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今
年
は
夏
目
漱
石
生
誕
150
年
。没

後
100
年
の
昨
年
に
続
き
、文
豪
ゆ
か

り
の
事
物
は
注
目
の
的
で
、博
物
館

所
蔵
の「
小
宮
豊
隆
資
料
」も
そ
の
一

つ
で
す
。漱
石
の
愛
弟
子
で
町
出
身

の
文
芸
評
論
家
が
愛
蔵
し
た
、漱
石

ゆ
か
り
の
逸
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
夏
目
漱
石
画「
臨
崖
碧
水
図
」大
正
三
年

　

漱
石
が
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
兼

ね
て
画
作
に
熱
中
し
、晩
年
は
プ
ロ

級
の
腕
前
に
達
し
た
こ
と
は
前
回
ご

紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、そ
の
実

力
の
ほ
ど
を
示
す
の
が
本
作
で
す
。

　

緻
密
に
描
か
れ
た
山
中
の
伽
藍

や
山
水
の
姿
は
幻
想
的
で
、こ
れ
に

漱
石
得
意
の
漢
詩
を
賛
と
し
て
書

き
加
え
る
こ
と
で
芸
術
と
し
て
の
完

成
度
が
よ
り
高
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
説
で
は
リ
ア
リ
テ
ィ
を
追
求
し

た
「
写
生
文
」
的
作
品
を
創
作
し
続

け
た
漱
石
は
、非
写
実
で
幻
想
的
な

南
画
を「
で
た
ら
め
が
描
け
る
の
で

い
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
、画
作
の
師
と

仰
い
だ
門
弟
・
津
田
青
楓
に
語
っ
て
い

ま
す
。

　

漱
石
は
小
説
と
は
真
逆
の
世
界

観
が
広
が
る
絵
を
描
く
こ
と
で
、現

実
世
界
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲左：画幅全体
　右：画賛部拡大

▲友の会活動の一部：年末恒例行事「三重塔すす
　払い」。こんな行事を含め楽しくやってます

▲IP実践家・原賀いずみさんを講師にmy資料作りにチャレンジ▲求菩提山中宮のワイルドな石段を上る参加者

Vol.1
3

「
漱
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

小
宮
豊
隆
資
料

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

５
月
６
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

５
月
13
日（
土
）　

10
時
00
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

５
月
20
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

５
月
27
日（
土
）　

10
時
00
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

５
月
の
歴
史
講
座

◆
博
物
館
友
の
会
情
報

博
物
館
友
の
会
で「
楽
習
」を
！

定
期
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座（
第
２
期
）参
加
者
募
集
！

※

見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※

申
込
先　

博
物
館　

☎
３
３-

４
６
６
６

※

６
月
か
ら
第
３
土
曜
午
後（
２
Ｈ
程
度
）を

　

基
準
に
開
催
。申
込
時
に
詳
細
案
内
し
ま
す

3 月の業務日誌から
　3月19日（日）、文化遺産ボランティア講座
（第1期）の最終講が開かれました。ガイドに
役立つインタープリテーション（自然・文化
情報の通訳／IP）技術を紹介。手作りガイド
資料の技を学びました。

　3月26日（日）、歴史講座・友の会合同で
「歴史たんけんウォークin求菩提山」が行わ
れました。御田植祭直前の山はまだ冬の名
残姿でしたが、祭を境に春が一気にやってく
る雰囲気満々でした。

な
つ
め
そ
う
せ
き

こ
み
や
と
よ
た
かま 

な 

で 

し

ち 

み 

つ

１
９
１
４

さ
ん

つ
だ
せ
い
ふ
う

が
ら
ん
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今
回
は
勝
山
地
区
の
古
い
地
名
の

二
回
目
で
す
。

 

仲
哀
隧
道

　

仲
哀
峠
の
名
称
は
、
仲
哀
天
皇
が

こ
れ
を
越
え
た
と
い
う
伝
説
に
ち
な

み
ま
す
。
仲
哀
隧
道
は
明
治
二
十
三

年
（
一
八
九
〇
）
に
開
通
し
ま
し
た

が
、
隧
道
が
開
削
さ
れ
た
谷
に
は
仲

哀
天
皇
腰
掛
岩
な
ど
、
同
天
皇
に
ま

つ
わ
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

峠
は
古
く
は
大
宰
府
と
豊
前
地
方
を

結
ぶ
官
道
の
一
つ
で
、
北
部
九
州
の

主
要
道
路
で
し
た
。

　

現
在
、
仲
哀
隧
道
は
国
の
登
録
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

菩
　
提

　
菩
提
は
仲
哀
隧
道
の
東
側
入
口
の

一
帯
に
所
在
し
ま
す
。

　

地
名
は
菩
提
山
四
十
九
カ
院
の
本

寺
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

菩
提
廃
寺
は
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ

た
古
代
寺
院
で
、
県
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
菩
提
廃
寺

の
南
方
に
位
置
す
る
宝
積
寺
に
は
町

指
定
の
有
形
文
化
財
木
造
菩
薩
形
立

像
が
あ
り
ま
す
。

  

御
手
水

　

御
手
水
は
菩
提
の
南
方
の
小
谷
に

立
地
し
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
は
、「
村
内
に
名
水

あ
り
、
景
行
天
皇
の
行
宮
近
き
地
な

れ
ば
、
此
水
を
御
手
水
に
も
物
賜
ひ

し
よ
り
の
名
な
る
べ
し
」（『
京
都
郡

誌
』）
と
か
、「
往
古
大
原
足
尼
命

ニ
・
・
・
・
此
水
ヲ
献
ス
。
依
テ
御

手
水
ノ
井
ト
云
。
後
世
因
テ
邑
名
ト

ナ
ル
」（『
御
手
水
村
誌
』）
な
ど
の

説
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
清
水
を

い
う
シ
ョ
ウ
ズ
に
上
記
の
伝
説
が
付

会
さ
れ
、
そ
の
頭
に
「
御
」
が
つ
い

た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

図
　
師

　
図
師
は
御
手
水
の
東
方
で
、
御

所
ヶ
岳
山
稜
の
北
麓
に
立
地
し
ま

す
。

　

地
名
の
由
来
は
、『
豊
前
志
』
に

よ
る
と
、
景
行
天
皇
の
御
逗
子
が

あ
っ
た
地
で
、
今
は
図
師
と
書
い
て

い
る
と
伝
え
ま
す
。
し
か
し
、
荘
園

な
ど
の
図
面
を
描
く
図
師
の
居
住
地

に
由
来
す
る
地
名
と
も
み
ら
れ
ま

す
。

 

久
　
保

　
久
保
は
県
道
椎
田
・
勝
山
線
と
国

道
二
〇
一
号
線
の
交
差
点
の
東
方
に

位
置
し
ま
す
。
現
在
、
上
久
保
・
中

久
保
・
下
久
保
な
ど
の
集
落
が
広
範

囲
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
は
、
神
祭
に
使
う
土

器
ク
ボ
テ
を
当
地
で
作
る
か
ら（『
豊

前
遠
鏡
』）
と
も
、
毎
年
十
月
当
地

の
埴
土
を
以
て
祭
器
を
焼
き
、
上
久

保
鎮
座
の
大
原
八
幡
神
社
に
奉
献
し

た
た
め
（『
大
原
八
幡
神
社
記
』）
と

も
い
わ
れ
ま
す
が
、
窪
地
に
発
す
る

地
形
地
名
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
書
写
の

『
安
楽
寺
領
注
進
状
』
に
「
窪
庄
地

頭
職
」「
窪
郷
内
野
田
光
行
名
」
と

み
え
、
庄
園
と
並
び
同
名
の
郷
が
存

在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

曼
陀
羅
寺
が
所
蔵
す
る
絹
本
著
色

当
麻
曼
荼
羅
図
は
県
指
定
の
有
形
文

化
財
で
す
。

 

箕
　
田

　
箕
田
は
久
保
の
北
方
で
、
長
峡
川

の
流
域
に
所
在
し
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
は
、
ミ
タ
は
御
田
を

意
味
し
、
皇
室
の
直
轄
地
か
、
神
社

の
神
田
に
由
来
し
ま
す
。

　

箕
田
周
辺
に
は
古
墳
が
数
多
く
分

布
し
、
特
に
扇
八
幡
古
墳
は
県
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

上
　
田

　
上
田
は
国
道
二
〇
一
号
線
を
挟
ん

で
、
箕
田
の
東
方
に
位
置
し
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
は
、
上
田
は
高
田
と

同
義
で
、
河
川
の
合
流
点
に
水
流
の

衝
突
に
よ
っ
て
生
じ
た
微
高
地
が
も

と
に
な
っ
て
成
立
し
た
地
名
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

黒
　
田

　
黒
田
は
み
や
こ
町
役
場
の
北
方

で
、
国
道
二
〇
一
号
線
に
沿
っ
て
、

現
在
上
黒
田
・
中
黒
田
・
下
黒
田
な

ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
名
の
ク
ロ
は
畔
・
畦
で
、
土
盛

り
あ
る
い
は
塚
・
古
墳
を
意
味
し
ま

す
。
地
名
は
地
内
に
六
世
紀
末
か
ら

七
世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
代
表
的

な
巨
石
横
穴
式
古
墳
で
あ
る
綾
塚
・

橘
塚
な
ど
の
古
墳
が
多
か
っ
た
こ
と

に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
五
）

に
上
黒
田
・
下
黒
田
の
二
村
に
分
立

し
、
さ
ら
に
元
文
年
間
（
一
七
三
六

〜
四
一
）
に
中
黒
田
が
分
か
れ
ま
し

た
。

　

綾
塚
古
墳
・
橘
塚
古
墳
は
と
も
に

巨
石
を
使
用
し
た
全
国
的
に
も
屈
指

の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
こ
と
か
ら
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

綾
塚
古
墳
の
石
室
の
奥
に
は
家
型
石

棺
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

六
世
紀
中
頃
に
築
造
さ
れ
た
庄
屋
塚

古
墳
は
京
築
地
域
で
は
三
番
目
に
大

き
い
前
方
後
円
墳
で
、
町
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
元

禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
創
始
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
黒
田
楽
は
町
指
定

の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

　
「
み
や
こ
町
の
古
い
地
名
」シ
リ
ー

ズ
は
今
回
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
末
永
弥
義
）

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝
97

み
や
こ
町
の
古
い
地
名
８

▲菩提廃寺

▲綾塚古墳

▲黒田楽

ち
ゅ
う
あ
い

ず
い
ど
う

は
い
じ

ほ
う
し
ゃ
く

お
ち
ょ
う
ずけ

い
こ
う

か
り
の
み
や

お
お
は
ら
の
す
く
ね
の
み
こ
と

ち
な
み

ゆ
う

ず　
　
し

ず　
　
し

は
に
つ
ち

く
ぼ

か
ん
の
う

け
ん
ぽ
ん
ち
ょ
し
ょ
く

ま

ん
だ

ら

じ

た
い
ま
ま
ん
だ
ら

み　
　

だ

な
が
お

う
え
だ

い
え
が
た
せ
っ

か
ん

ぼ
だ
い


